
夏
の
陽
に
ま
ば
ゆ
い

新
し
い
御
正
宮
。

一
つ
、一
つ
、ま
た
一
つ
、

お
白し

ら

石い
し

は
御
敷
地
に
満
ち
て
い
く
。

新
し
い
二
十
年
へ
、

神
領
民
の
思
い
を
籠
め
て
─
─
。

新
正
宮
、

お
白
石
に

映
え
る

1 平成25年8月17日発行
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こ
の
夏
、
伊
勢
の
町
は
「
お
白
石
持

行
事
」
に
わ
き
返
っ
て
い
る
。
二
十
年

に
一
度
の
式
年
遷
宮
の
年
に
、
神
領
民

が
新
宮
の
御
敷
地
に
お
白
石
を
奉
献
す

る
伝
統
行
事
だ
。

　

旧
神
領（
伊
勢
市
）の
七
十
七
奉
献
団

ほ
ぼ
す
べ
て
が
内
宮
と
外
宮
に
奉
献
す

る
と
あ
っ
て
、
七
、八
、九
月
の
足
か
け

三
カ
月
、
週
末
を
中
心
に
延
べ
二
十
二

日
間
行
わ
れ
る
大
行
事
で
あ
る
。

　

初
日
は
、
七
月
二
十
六
日
。
川か

わ

曳び
き

の

一
番
手
・
宇
治
奉
献
団
が
内
宮
を
め
ざ

し
て
浦
田
橋
詰
を
出
発
。
五
十
鈴
川
の

流
れ
を
さ
か
の
ぼ
り
、
お
白
石
の
木
樽

を
積
ん
だ
ソ
リ
を
曳
く
。
川
面
に
揃
い

の
法
被
が
映
え
、
木き

遣や

り
唄
が
朗
々
と

響
き
わ
た
っ
た
。

　

神
域
に
到
着
す
る
と
、
一
人
ひ
と
り

が
白
布
に
お
白
石
を
包
み
持
ち
、
新
宮

の
御
敷
地
へ
粛
々
と
向
か
う
。

　

五
つ
の
御
門
を
く
ぐ
る
と
、
御
正
殿

が
目
の
前
に
。
端
正
な
萱か

や

屋
根
、
つ
や

や
か
な
丸
柱
は
見
と
れ
る
ば
か
り
だ
。

古
代
の
高
床
式
穀
倉
を
神
の
宿
る
宮
と

し
て
今
日
に
伝
え
る
総
檜ひ

の
き

の
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

で

あ
る
。
高
く
天
に
伸
び
る
千ち

木ぎ

、
棟
を

支
え
す
っ
く
と
立
つ
東
西
の
太
い
棟む

な

持も
ち

柱ば
し
ら

。
そ
の
簡
素
に
し
て
尊
厳
な
姿
は
世

界
の
名
建
築
家
た
ち
を
も
感
銘
さ
せ
ず

に
は
お
か
な
い
と
い
う
。

　

十
月
二
日
、遷せ

ん

御ぎ
ょ

。宵
闇
の
中
に
雅
や

か
な
楽
の
音
が
流
れ
、
大
神
様
は
御
列

に
護
ら
れ
新
宮
へ
お
遷
り
に
な
る
─
─
。

　

そ
の
新
し
い
御
敷
地
に
白
石
を
そ
っ

と
置
く
。
こ
れ
か
ら
二
十
年
間
、
大
神

の
お
傍
近
く
に
こ
の
石
が
あ
る
と
い
う

言
い
知
れ
ぬ
感
慨
の
湧
く
瞬
間
で
あ
る
。

●
主
な
内
容

２
・
３
面
　
内
宮
奉
献
レ
ポ
ー
ト

４
面
　
　
　
外
宮
奉
献
ガ
イ
ド

５
・
６
面
　
外
宮
領
奉
献
団
の
見
ど
こ
ろ

７
面
　
　
　
お
白
石
持
の
ま
ち（
三
）

８
面
　
　
　
い
せ
び
と
歳
時
記

お白石を献じる旧神領民たち。　撮影／溝口照正

●
問
い
合
わ
せ
　
神
宮
司
庁

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

神
領
民
二
十
三
万
人
の
手
で

内宮御正殿の建築について
御正殿は神明造。正面3間、側面2間、切妻平入で左
右対称。12本の柱は直接地面に埋める掘立式。その
うち2本の東西に立つ太い棟持柱はわずかに内側へ
傾斜。屋根は萱葺で傾斜45度。棟木に鰹

かつお

木
ぎ

が10本
（外宮は9本）載る。破風は屋根を貫き千

ち

木
ぎ

と呼ばれる。



五十鈴川を曳いてきたソリを、宇治橋のたもとから内宮神苑へ一気に引き揚げるエンヤ曳（桜木町奉献団）。

2平成25年8月17日発行

お
白
石
持
の
夏
、開
幕
！

お
白
石
を
載
せ
た
ソ
リ
の
安
定
を
守
る

の
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
る
梃て

子こ

衆
。
そ
の
後
、
な
だ
ら
か
な
堰
を
越
え

る
と
、
い
よ
い
よ
宇
治
橋
が
見
え
て
く

る
。
橋
上
か
ら
め
ず
ら
し
げ
に
観
覧
す

る
参
拝
者
ま
で
届
く
よ
う
、
自
慢
の
木

遣
り
に
も
気
合
い
が
入
る
見
せ
場
だ
。

「
エ
ン
ヤ
ー
！
」。
宇
治
橋
下
か
ら
清

流
を
横
切
っ
て
神
域
へ
、
一
団
、
ま
た

一
団
と
走
り
込
む
。
川
曳
二
日
目
、
大

ト
リ
を
務
め
た
伊
勢
古ふ

る

市い
ち

・
久く

世せ

戸ど

奉

献
団
は
、
伝
統
の
大
ホ
ラ
貝
を
響
か
せ
、 

力
強
い
エ
ン
ヤ
曳
で
観
衆
を
わ
か
せ
た
。

　

盛
り
上
が
っ
た
川
曳
も
、
神
域
内
で

は
粛
々
と
―
―
。
二ふ

た

見み

浦う
ら

茶ち
ゃ

屋や

清せ
い

渚ち
ょ

連れ
ん

は
、
終
始
無
言
、
手
信
号
だ
け
で
ソ
リ

の
荷
解
き
を
行
っ
た
。
手
渡
さ
れ
た
お

白
石
を
新
宮
へ
と
奉
献
し
た
参
加
者
は
、

「
伊
勢
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
み

な
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

　

伊
勢
の
神
領
民
が
、
直
接
遷
宮
に
奉

仕
で
き
る
お
白
石
持
行
事
。
二
十
年
に

一
度
の
大
祭
に
向
け
、
市
内
の
全
七
十

七
奉
献
団
が
何
年
も
か
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
心
待
ち
に
し
た
お
白
石
持

の
幕
開
け
は
、
内
宮
奉
献
・
川
曳
だ
。

浦
田
橋
か
ら
約
一
㌔
を
川
曳

　

二
日
間
の
川
曳
に
は
、
旧
内
宮
領
の

十
九
団
が
奉
仕
。
各
団
、
お
白
石
の
四

斗
樽
を
積
ん
だ
ソ
リ
を
盛
大
に
飾
り
つ

け
、
揃
い
の
法
被
で
臨
ん
だ
。

　

先
陣
を
切
っ
た
宇う

治じ

奉
献
団
は
、
川

曳
団
最
大
の
約
四
千
五
百
人
、
ソ
リ
を

三
台
連
ね
て
の
大
奉
曳
だ
。
浦
田
橋
詰

を
出
発
し
、
五
十
鈴
川
を
遡
っ
て
宇
治

橋
下
に
至
る
約
一
㌔
で
〝
川
曳
絵
巻
〟

を
繰
り
広
げ
た
。

　

出
発
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
ご
と
の

木き

遣や

り
や
踊
り
で
団
の
士
気
を
高
め
る
。

二
日
目
の
朝あ

さ
ま熊
町ち

ょ
う

奉
献
団
は
、
地
元
名

物
に
ち
な
み
創
作
し
た
「
朝
熊
小こ

菜な

音

頭
」
を
初
披
露
。
子
ど
も
を
含
む
約
三

十
人
が
曲
に
あ
わ
せ
て
踊
っ
た
。

　

川
へ
と
入
っ
て
か
ら
は
、
綱
間
を
ゆ

く
木
遣
り
衆
の
采
振
り
に
導
か
れ
て
、

内
宮
・
宇
治
橋
を
め
ざ
す
。
途
中
、
曳

き
子
た
ち
が
楽
し
み
と
す
る
の
は
、
中

央
に
駆
け
寄
っ
て
二
本
の
綱
を
押
し
合

う
〝
練ね

り
〟
だ
。
桜
が
丘
奉
献
団
・
団

長
の
嶋
田
智と

も

郁か

さ
ん
は
「
安
全
に
ケ
ガ

な
く
奉
曳
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
が
、

こ
う
い
う
楽
し
い
記
憶
が
、
行
事
を

次
に
繋
げ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

夏
空
の
下
、
豪
快
に
水
し
ぶ
き
を
巻
き

上
げ
、
川
面
に
歓
声
と
笑
顔
が
弾
け
る
。

エ
ン
ヤ
曳び

き
で
内
宮
神
域
へ

　

新
橋
を
越
え
て
し
ば
ら
く
ゆ
く
と
、

烏え

帽ぼ

子し

岩
周
辺
の
深
み
に
さ
し
か
か
る
。

この日のためにほぼ毎日練習して声を	
鍛えてきた木遣り。数百人の団員を鼓
舞する（伊勢古市・久世戸奉献団）。

五十鈴川を大きな“輪”が進む（桜が丘奉
献団）。

初日の午前７時から、各団の団長や奉献本部の役員
が集い、お白石持行事の出発式を行った。

お白石の積み方やソリの飾りにも各団の
特徴が出る（二見浦茶屋清渚連）。

秋
に
行
わ
れ
る
遷せ

ん

御ぎ
ょ

に
向
け
、
地
元
伊
勢
で
は
、
新
宮
に
敷
き
つ
め
る
白
石
を
旧
神
領
民
ら
が
奉
献
す
る

お
白
石
持
行
事
が
始
ま
っ
た
。
七
月
二
十
六
日
の
出
発
式
を
皮
切
り
に
、
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
間
は

川か
わ

曳び
き

と
陸お

か

曳び
き

で
内
宮
へ
―
―
。「
エ
ン
ヤ
！
」
と
暑
気
も
吹
き
飛
ば
す
、
爽
や
か
な
奉
曳
を
繰
り
広
げ
た
。

（
取
材
・
文
＝
本
紙
）　
　

清
流
・五
十
鈴
川
を

エ
ン
ヤ
！
エ
ン
ヤ
！

川
曳

かわびき

速報
日

団

団

程

7月26日（金）

7月27日（土）

宇治

二軒茶屋

松下

江清渚連

二見浦茶屋清渚連

三津

山田原

溝口

光の街

中村町

楠部町

一宇田町

朝熊町

鹿海町

桜木町

桜が丘

中之町

五十鈴ヶ丘

伊勢古市・久世戸
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お白石置き場で役員からお白石を手渡され、にっこり。

ふだん入れない新正殿の御敷地に、神領民一人ひとりが真心込めて
お白石を置く。船江町では、市内最多の6700人が参加した。（牛谷坂にて）

流れが速くなる浅
瀬の堰を越えて──
（朝熊町奉献団）。

無事内宮神域まで
ソリを奉曳した後、
神職によるお祓いを
受ける（光の街奉献
団）。

川曳の2日目には、
初日にお白石を納
めた宇治奉献団が
新橋のたもとで出迎
え、木遣りやお酒
などで各団をもてなす
（中村町奉献団）。

神久社はこの日の最終
団だったが、1日の疲れ
を感じさせない元気な奉
曳をみせた。

大人も子どもも一
緒になって楽しむ練
り。全身ずぶ濡れ
になって盛り上がる
（宇治奉献団）。

お
は
ら
い
町
に
ワ
ン
鳴
り
響
か
せ

お
白
石
が
ゆ
く

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
陸
曳
初
日
は
、
最

高
気
温
三
十
三
度
を
記
録
し
、
暑
く
、

長
い
一
日
と
な
っ
た
。
外
宮
領
十
団

が
浦
田
と
古ふ

る

市い
ち

の
二
カ
所
を
出
発
点
に
、

白
石
を
入
れ
た
樽
を
奉ほ

う

曳え
い

車し
ゃ

に
積
み
込

み
、
内
宮
・
宇
治
橋
前
を
目
指
し
た
。

奉
曳
車
が
お
は
ら
い
町
へ

　

浦
田
か
ら
内
宮
ま
で
は
約
一
㌔
。
二

十
年
に
一
度
の
ハ
レ
の
日
を
迎
え
、
曳

き
手
も
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
。
お
は
ら
い

町
は
色
と
り
ど
り
の
法
被
で
あ
ふ
れ
、

こ
の
日
は
日
曜
と
あ
っ
て
観
光
客
も
多

く
、
い
つ
に
も
増
し
て
に
ぎ
や
か
だ
。

　

木
遣
り
、
ワ
ン
鳴
り
、
踊
り
…
…
そ

れ
ぞ
れ
に
町
の
特
色
が
出
る
が
、
神か

み

社や
し
ろ

港こ
う

辰た
つ

組ぐ
み

で
は
、道
中
、「
初は

つ

辰た
つ

の
水
」
を
、

清
め
の
水
と
し
て
先
頭
で
撒
き
な
が
ら

進
む
と
い
う
地
元
の
習
俗
を
取
り
入
れ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
奉
曳
を
見
せ
た
。

最
大
の
難
関
・
牛う

し

谷た
に

坂ざ
か

　

も
う
一
つ
の
出
発
点
・
古
市
か
ら
は
、

旧
参
宮
街
道
か
ら
お
は
ら
い
町
を
通
る

約
二
・
七
㌔
の
ル
ー
ト
。
朝
八
時
に
船ふ

な

江え

神し
ん

習し
ゅ
う

組ぐ
み

が
出
発
。
市
内
最
大
級
の
奉

曳
車
に
白
石
樽
三
十
六
個
を
積
み
、
民

家
の
軒
先
が
迫
る
街
道
を
ゆ
く
。

　

最
難
所
は
、
神
宮
司
庁
頒
布
部
か
ら

猿
田
彦
神
社
に
か
け
て
約
三
百
㍍
を
下

る
牛
谷
坂
だ
。
坂
上
の
古
市
常
夜
灯
前

で
は
、
下
り
坂
に
備
え
、
奉
曳
車
の
後

ろ
に
も
二
本
の
綱
が
し
っ
か
り
と
結
わ

え
ら
れ
た
。
前
綱
は
女
性
や
子
ど
も
、

後
ろ
綱
に
は
若
手
が
中
心
に
連
な
り
、

奉
曳
車
の
前
後
か
ら
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
と
引
っ
張
り
な
が
ら
曳
く
。
と
き

に
は
後
ろ
綱
で
練
り
、
背
後
か
ら
の
力

の
強
さ
に
、
車
が
停
止
す
る
と
い
う
一

幕
も
。
無
事
下
り
終
わ
る
と
、
参
加
者

か
ら
自
然
と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　

お
は
ら
い
町
へ
入
る
と
綱
を
七
百
五

十
㍍
に
延
長
。
両
側
の
綱
を
合
わ
せ
、

道
幅
い
っ
ぱ
い
に
右
へ
、
左
へ
と
練
る

よ
う
す
は
、
さ
な
が
ら
活
力
み
な
ぎ
る

龍
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
河か

わ

崎さ
き

六ろ
っ

ヶか

町ち
ょ
う

、
河
崎
南
側
、

河
崎
町
旭あ

さ
ひ

通ど
お
り

と
続
き
、
こ
の
日
の
最
終

団
・
神じ

ん

久き
ゅ
う

社し
ゃ

奉
献
団
が
お
は
ら
い
町
へ

到
着
し
た
の
は
夕
闇
に
提
灯
の
灯
り
が

と
も
る
十
八
時
。
宇
治
橋
が
近
づ
く
と

短
く
し
た
二
本
の
綱
を
青
年
団
が
鳥
居

前
ま
で
全
速
力
で
曳
き
込
み
、
こ
の
日

一
番
迫
力
の
あ
る
エ
ン
ヤ
曳
で
、
初
日

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

河
崎
町
旭
通
奉
献
団
の
参
加
女
性

（
50
）は
「
親
戚
み
ん
な
揃
っ
て
、
奉
献

で
き
て
う
れ
し
い
。
お
宮
は
ヒ
ノ
キ
の

香
り
が
し
て
、
神
聖
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

陸曳
おかびき

日

団

程

7月28日（日）

浦田出発／

竹ヶ鼻町

小木町箕曲団

神社港辰組

馬瀬町

下野町

古市出発／

船江神習組

河崎六ヶ町

河崎南側

河崎町旭通

神久社

※内宮奉献の陸曳は、
7/28（日）以降、8/12
（月）までの週末を中
心に延べ10日間行わ
れた。



4平成25年8月17日発行

旧
神
領
民
に
よ
る
お
白
石
持
行
事
は
、

つ
づ
い
て
外
宮
奉
献
へ
―
―
。

各
団
が
音
色
を
競
う
奉ほ

う

曳え
い

車し
ゃ

の
ワ
ン
鳴
り
、

初
々
し
い
子
ど
も
木き

遣や

り
、
豪
快
な
綱
の
練
り
、

そ
し
て
迫
力
満
点
の
エ
ン
ヤ
曳び

き

…
…
と
、

こ
ち
ら
も
見
ど
こ
ろ
た
っ
ぷ
り
だ
。

　

伊
勢
っ
子
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い  

〝
外
宮
さ
ん
〟。
外
宮
奉
献
の
主
役
を
担

う
の
は
、
各
町
自
慢
の
奉
曳
車
を
も
つ

旧
外
宮
領
五
十
七
団
だ
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
は
県
道
鳥
羽
松
阪
線

に
近
い
浦
口
町
。
前
日
ま
で
に
、
お
白

石
の
樽
を
積
ん
だ
奉
曳
車
が
ず
ら
り
と

ス
タ
ン
バ
イ
す
る
。
一
番
車
の
出
発
は

朝
八
時
。
二
百
㍍
に
も
な
る
曳
き
綱
を

の
ば
し
、
木
遣
り
一
本
を
合
図
に
車
が

重
厚
な
ワ
ン
鳴
り
を
上
げ
て
進
み
だ
す
。

午
後
二
時
ま
で
、
三
十
分
～
一
時
間
刻

み
に
順
次
出
発
す
る
予
定
だ
。

　

旧
参
宮
街
道
へ
と
入
る
左
折
が
最
初

の
難
関
。
車
の
傍
の
梃て

子こ

衆
が
、
梃
子

綱
を
手
繰
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
曲
が

り
切
る
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
見
せ
所
だ
。

　

ま
も
な
く
奉
曳
は
、
旧
参
宮
街
道
と

旧
熊
野
街
道
が
交
差
す
る
筋す

じ

向か
い

橋ば
し

へ
。

こ
こ
で
小
休
止
し
、
踊
り
な
ど
余
興
を

披
露
す
る
団
も
多
い
。
周
辺
は
商
店
街

な
の
で
、
見
物
の
人
は
飲
み
物
や
軽
食

を
調
達
し
て
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
先
し
ば
ら
く
は
直
線
ル
ー
ト
。

お
楽
し
み
は
、
二
本
の
綱
を
合
わ
せ
て

道
幅
い
っ
ぱ
い
に
蛇
行
す
る
〝
練ね

り
〟

だ
。
木
遣
り
唄
に
合
わ
せ
て
曳
き
子
た

ち
が
綱
を
上
下
に
揺
さ
振
っ
た
後
、
一

気
に
中
央
に
駆
け
寄
り
押
し
合
う
。
中

に
は
木
遣
り
子
を
綱
で
は
さ
ん
で
持
ち

上
げ
る
パ
ワ
フ
ル
団
も
―
―
。

　

女
性
や
子
ど
も
に
と
っ
て
も
二
十
年

に
一
度
の
ハ
レ
舞
台
。「
女
性
木
遣
り
が

お
木
曳
の
と
き
よ
り
倍
に
増
え
ま
し
た
。

奉
曳
の
華
に
な
り
ま
す
」
と
竹
ヶ
鼻
町

奉
献
団
の
神じ

ん

生せ
い

修
団
長（
63
）は
語
る
。

　

旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
庁
舎
が
見
え
れ
ば
、
目
指

す
外
宮
は
も
う
す
ぐ
。
最
後
の
見
せ
場

は
、「
エ
ン
ヤ
！
」
の
掛
け
声
で
勢
い

よ
く
神
域
へ
と
曳
き
込
む
エ
ン
ヤ
曳
だ
。

　

旧
内
宮
領
、
十
九
の
川
曳
団
は
、
外

宮
奉
献
も
川
ソ
リ
を
用
い
て
行
う
。
伊

勢
の
東
部
を
流
れ
る
勢せ

田た

川
右
岸
か
ら
、

小お

田だ
の

橋は
し

を
渡
っ
て
旧
参
宮
街
道
で
外
宮

へ
向
か
う
約
二
㌔
を
奉
曳
す
る
。

　

各
団
の
自
慢
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

ソ
リ
飾
り
だ
。
白
石
を
詰
め
た
樽
を
綱

で
縛
り
、
鳥
居
に
榊さ

か
き

、
団
の
幟の

ぼ
り

を
立
て

る
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
装
飾
だ
が
、

独
創
的
な
ソ
リ
を
披
露
す
る
団
も
あ
る
。

　

先
頭
を
ゆ
く
の
は
笛
や
太
鼓
の
地じ

方か
た

を
乗
せ
た
花
車
。
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ

を
描
く
道
に
旧
街
道
の
面
影
を
感
じ
な

が
ら
堂
々
と
ソ
リ
が
進
む
。
ボ
ゥ
ー
と

響
く
の
は
、
川
曳
団
な
ら
で
は
の
ホ
ラ

貝
の
音
。
五い

十す

鈴ず

川
で
鍛
え
た
木
遣
り

奉
曳
車
で
、川
ソ
リ
で

外
宮
さ
ん
へ
お
白
石
運
ぶ

外
宮
奉
献　
　
平
成
25
年
８
月
17
日
～
９
月
１
日

の
美
声
も
自
慢
の
一
つ
だ
。

　

道
中
、
地
元
岡
本
町
お
白
石
奉
献
団

に
よ
る
湯
茶
の
接
待
も
行
わ
れ
る
。
伊

勢
ゆ
か
り
の
石
碑
が
並
び
立
つ
祖
霊
社

を
過
ぎ
、
信
号
を
左
折
し
て
御み

木き

本も
と

道

路
の
交
差
点
へ
。
二
十
年
前
に
は
こ
の

バ
イ
パ
ス
は
な
く
、
道
路
ま
で
直
線
の

エ
ン
ヤ
曳
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
今
回
は

ル
ー
ト
が
変
わ
っ
た
が
、
伝
統
に
倣
い

こ
の
付
近
で
エ
ン
ヤ
曳
を
す
る
団
も
あ

る
。

　

御
木
本
道
路
に
入
っ
て
か
ら
は
、
左

手
に
外
宮
の
森
を
見
な
が
ら
、
粛
々
と

神
域
を
め
ざ
す
。

綱
の
間
で
進
行
を
リ
ー
ド
す
る
道
中
木

遣
り
と
、
各
団
伝
統
の
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
本
木
遣
り
に
大
き
く
分
け
ら
れ

る
。
各
町
の
歌
詞
に
耳
を
傾
け
る
と
、

町
の
歴
史
な
ど
も
わ
か
っ
て
面
白
い
。

外
宮
北き
た

御み

門か
ど

前
交
差
点
で
奉
曳
車
を
停

め
、
態
勢
を
と
と
の
え
る
。
車
上
の
本

木
遣
り
の
勇
壮
な
唄
の
後
、「
エ
ン
ヤ
！

エ
ン
ヤ
！
」
と
勢
い
よ
く
神
域
へ
と
駆

け
込
む
エ
ン
ヤ
曳
は
迫
力
満
点
だ
。

■
木
遣
り

■
エ
ン
ヤ
曳

■
余
興

見

ど

こ

ろ

各
団
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興
を
準
備

し
て
い
る
。
伊
勢
音
頭
な
ど
伝
統
の
踊

り
の
ほ
か
、
今
風
の

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
独
特
の
相
撲
甚じ
ん

句く

な
ど
。
筋
向
橋
、

外
宮
北
御
門
前
で
披

露
す
る
団
が
多
い
。

［
浦
之
橋
商
店
街
］

筋
向
橋
か
ら
高
柳
通
り
ま
で
東
西
約
三

百
㍍
に
青
果
店
、
鮮
魚
店
、
生
鮮
食
料

品
店
な
ど
五
十
店
以
上
が
並
ぶ
。
観
光

客
向
け
の
店
と
は
違
い
、
普
段
の
伊
勢

人
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
辺
ス
ポ
ッ
ト第3日曜に軽トラ市を

開催。

［
丸ま
る

与よ

製
パ
ン
店
］

伊
勢
っ
子
お
な
じ
み
の
丸
与
の
パ
ン
。

明
治
四
十
年
創
業
の
同
店
の
看
板
商
品

は
カ
タ
パ
ン（
一
二
〇
円
）だ
。
ハ
レ
の

日
に
配
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ご
当
地
パ

ン
で
、
食
感
は
甘
食
に
似
て
い
る
。

伊勢せきや本店
年中無休
伊勢市本町13-7
☎0596-23-3141
赤福外宮前特設店
年中無休
伊勢市本町14-1
☎0596-22-7000

日曜定休
伊勢市八日市場町1-26
☎0596-28-2708

宮
領
奉
献
団
コ
ー
ス

外

［
芭
蕉
句
碑
］

コ
ー
ス
終
盤
、
祖
霊
社
の
敷
地
内
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
石
碑
が
建
つ
。「
何
の
木

の
花
と
は
し
ら
ず
に
ほ
ひ
か
な（『
笈
の

小
文
』）」。
貞
亨
五
年（
一
六
八
八
年
）

二
月
四
日
、
外
宮
を
参
拝
し
た
折
に
芭

蕉
が
詠
ん
だ
句
だ
。

周
辺
ス
ポ
ッ
ト

祖霊社にある芭蕉句碑。

宮
領
奉
献
団
コ
ー
ス

内

川
曳
と
同
じ
木
ソ
リ
で
道
路
を
曳
く
が
、

そ
の
装
飾
は
さ
ま
ざ
ま
。
定
番
の
榊
、

鳥
居
、
紅
白
幕
以
外
に
も
、
船
の
よ
う

に
横
板
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
、
樽
の
積
み

方
で
そ
の
町
ら
し
さ
を
出
す
団
も
あ
る
。

■
ソ
リ
の
装
飾

見

ど

こ

ろ

宇
治
山
田
駅

山田上口駅

伊勢市駅

宇治山田高校
早修小

厚生小

北御門
火除橋
御厩

交番

小田橋

勢
田
川

伊勢市役所 伊勢商工会議所 伊勢局
〒

外宮

御
木
本
道
路

伊勢
図書館

NTT

陸曳の団
出発点 特別神領民

出発点

宮町駅

川曳の団
出発点

鳥
羽
へ

ＪＲ参宮線

近鉄山田線

松阪へ

横浜ゴム

鳥羽松阪
線

進富座

浦之橋商店街

37

新道商店街

参宮街道
常照寺

月夜見宮

大喜

八
間
道
路

伊勢市観光
　文化会館

旧豊宮崎文庫
祖霊社

多賀宮

風宮
土宮

豊受大神宮

山田工作場

まがたま池

せんぐう館

筋向橋

梅香寺

等観寺

レンタサイクル
世木神社

伊勢旅館組合

神
路
通
り

小西萬金丹
丸与製パン所

榊原印判店

常明寺

伊勢和紙館

須原大社

Ｒ
23
へ

コンビニ松阪へ

岡本

勢田
川

本町

岩渕

宮後
一之木曽祢

宮町

八日市場町

常磐

浦口
坂社

欣浄寺

外
宮
参
道コンビニ

山田館 伊勢菊一
喜多や

風餐亭

シティプラザ
ボンヴィヴァン

伊勢せきや
本店

火除橋
外宮前観光案内所

赤福

三ツ石
亀石

斎館
神
楽
殿

新御敷地

陸曳の団
出発点 特別神領民

出発点

川曳の団
出発点

行事当日は、奉曳ルート及びその周辺で通行
規制がかかります。
また、外宮周辺の駐車場も利用規制がかか
りますのでご注意下さい。

交通規制の詳細については、伊勢市ホーム
ページをご覧下さい。
http://www.city.ise.mie.jp

外宮奉献の奉曳コース外宮奉献の奉曳コース
［
外
宮
参
道
］

伊
勢
市
駅
前
か
ら
外
宮
へ
の
四
百
五
十

㍍
の
参
道
は
伊
勢
せ
き
や
本
店
や
赤
福

外
宮
前
特
設
店
な
ど
の
飲
食
店
が
増
え
、

外
宮
ま
が
た
ま
池
の
せ
ん
ぐ
う
館
の
開

館
も
あ
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て
い
る
。

※外宮奉献の写真はすべて前回平成5年のお白石持行事のものです。
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外宮奉献
外宮領奉献団

の
見どころ

竹た
け

ヶが

鼻は
な

町ち
ょ
う

奉
献
団

河か
わ

崎さ
き

六ろ
っ

ヶか

町ち
ょ
う

奉
献
団

川か
わ

端ば
た

町ち
ょ
う

天て
ん

漁ぎ
ょ

人に
ん

奉
献
団

船ふ
な

江え

神し
ん

習し
ゅ
う

組ぐ
み

奉
献
団

西に
し

口ぐ
ち

町ち
ょ
う

瑞み
ず

穂ほ

連れ
ん

奉
献
団

宮み
や

沼ぬ
ま

連
合
奉
献
団

京き
ょ
う

町ま
ち

親
友
会

上か
み

長な
が

屋や

奉
献
団

馬ま

瀬ぜ

町ち
ょ
う

奉
献
団

下し
も

野の

町ち
ょ
う

奉
献
団

下し
も

長な
が

屋や

奉
曳
団

中な
か

島じ
ま

豊ほ
う

流り
ゅ
う

団だ
ん

神か
み

社や
し
ろ

港こ
う

辰た
つ

組ぐ
み

奉
献
団

小こ
う

木ぎ

町ち
ょ
う

箕み
の

曲わ

団

外
宮
陸
曳
の
ト

ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
。

団
の
歴
史
は
古

く
、
飴
色
に
輝

く
奉
曳
車
は
築
造
１
０
０
年
を
超
え
る
。

女
性
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
が
華
を
添
え
る
。

参
加
人
数
６
７

０
０
人
、
陸
曳

随
一
の
マ
ン
モ

ス
団
。
全
長
７

㍍
10
㌢
の
奉
曳
車
も
最
大
で
、
36
個
の

樽
の
荷
締
め
は
細
部
に
ま
で
拘
っ
た
。

車
上
の
樽
の
う

ち
前
面
に
は
交

流
の
あ
る
西
条

市（
愛
媛
県
）の

地
酒
樽
６
樽
を
配
置
。
休
憩
時
の
手
早

く
美
し
い
綱
の
巻
き
取
り
も
見
も
の
だ
。

２
年
前
の
第
２

次
お
木
曳
で
発

足
し
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
団
。
協
力

団
の
黒
瀬
町
な
ど
周
囲
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
初
め
て
の
お
白
石
奉
献
に
挑
む
。

「
松
前
師
」
と
呼
ぶ
木
遣
り
は
、
采
で

は
な
く
幣へ

い

を
持
つ
。
奉
曳
の
道
中
は
松

前
の
受
け
に
合
わ
せ
て
、
少
し
ず
つ
ゆ

っ
く
り
曳
く
の
が
伝
統
。

法
被
の
背
に
日
輪
、
裾
に
は
宮
川
、
勢

田
川
、
五
十
鈴
川
の
三
川
が
描
か
れ
て

い
る
。
伝
統
の
「
扇
の
舞
」
に
は
子
ど

も
た
ち
も
参
加
。

奉
曳
車
の
ワ
ン
鳴
り
と
と
も
に
、
13
人

の
青
年
木
遣
り
に
よ
る
意
気
あ
ふ
れ
る

木
遣
り
唄
が
、
20
年
に
１
度
の
奉
献
を

盛
り
上
げ
る
。

文
久
２
年
製
の
奉
曳
車
の
、〝
直
椀
〟

が
奏
で
る
ワ
ン
鳴
り
。
車
輪
の
町
名
の

揮
毫
は
か
つ
て
中
島
に
住
ま
い
し
た
書

家
・
江
川
閑
雲
に
よ
る
。

１
８
０
０
人
の
大
奉
曳
。
長
く
太
い
綱

を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
練
る
。
氏
神
で
あ

る
御み

食け

神
社
内
「
辰
の
井
」
の
水
を
榊

を
使
っ
て
奉
曳
中
に
散
布
す
る
。

木
遣
り
子
が
掲
げ
る
采
に
は
、
剣
先
型

の
紙
垂
が
１
０
８
枚
。
奉
曳
車
は
小
ぶ

り
だ
が
、
小
ぶ
り
な
だ
け
に
少
し
高
い

ワ
ン
鳴
り
が
特
徴
だ
。

河か
わ

崎さ
き

町ち
ょ
う

旭あ
さ
ひ

通ど
お
り

奉
献
団

小お

俣ば
た

町ち
ょ
う

奉
献
団

栗り
つ

友ゆ
う

会か
い

辻つ
じ

久く

留る

奉
献
団

高た
か

向ぶ
く

奉
献
団

河か
わ

崎さ
き

南
側
奉
献
団

新し
ん

開が
い

梅ば
い

栄え
い

団だ
ん

二ふ
た

俣ま
た

町ち
ょ
う

白
石
奉
献
団

一い
っ

色し
き

町ち
ょ
う

白
石
奉
献
団

神じ
ん

久き
ゅ
う

社し
ゃ

奉
献
団

綱
の
長
さ
は

３
０
０
㍍
。
元

気
な
若
者
が
多

く
、
法
被
の
背

に
躍
動
感
あ
る
龍
を
背
負
っ
た
青
年
木

遣
り
衆
が
奉
曳
を
引
っ
張
る
。

王お
う

中な
か

島じ
ま

奉
献
団

宮み
や

川が
わ

町ち
ょ
う

奉
献
団

通と
お
り

町ち
ょ
う

奉
献
団

「
御
薗
一
」
と

団
員
が
口
を
揃

え
る
、
威
勢
の

い
い
木
遣
り
衆

が
奉
曳
を
リ
ー
ド
す
る
。
休
憩
時
間
に

は
老
若
男
女
が
楽
し
む
御
薗
音
頭
も
。

余
興
に
も
力
を

入
れ
る
。
踊
り

は
伊
勢
音
頭
を

ベ
ー
ス
に
独
自

に
作
曲
か
ら
手
が
け
、
現
代
風
ア
レ
ン

ジ
で
若
者
た
ち
を
呼
び
込
む
。

奉
曳
車
の
装
飾

が
ユ
ニ
ー
ク
。

絵
符
に
は
町
名

の
「
通
」
の
変

体
仮
名「
登
保
里
」、
中
央
に
は〝
虎と
ら

布ふ

〟

と
呼
ば
れ
る
魔
よ
け
の
幟
旗
を
掲
げ
る
。

小お

川が
わ

町ま
ち

勢せ
い

勇ゆ
う

団だ
ん

お
木
曳
で
棟
持
柱
を
曳
く
伝
統
団
で
、

エ
ン
ヤ
曳
は
行
わ
ず
粛
々
と
奉
曳
す
る
。

北
御
門
で
は
車
上
の
本
木
遣
り
子
が
納

め
の
木
遣
り
を
披
露
。

出い
ず

雲も

町ち
ょ
う

誠せ
い

義ぎ

会か
い

車
輪
の
心
棒
と
椀
木
の
間
に
秘
伝
の
油

を
注
ぐ
こ
と
で
鳴
る
、
甲
高
い
ワ
ン
鳴

り
が
特
徴
。
長
い
１
本
の
綱
を
使
っ
た

機
能
的
な
樽
縛
り
に
も
注
目
。

徳と
く

川が
わ

山や
ま

お
白
石
奉
献
団

「
時
間
通
り
に
楽
し
く
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

帰
り
車
で
は
、
飾
り
提
灯
を
付
け
た
奉

曳
車
が
地
元
ま
で
約
２
０
０
㍍
の
坂
道

を
一
気
に
上
る
。

榊
や
提
灯
な
ど

で
飾
ら
れ
た
奉

曳
車
に
商
人
町

の
風
格
が
漂
う
。

北
御
門
で
は
、
２
本
の
綱
を
中
心
で
合

わ
せ
担
い
で
走
る
〝
一
本
曳
〟
を
披
露
。

飴
色
に
光
る
年

季
の
入
っ
た
奉

曳
車
は〝
直
椀
〟

に
よ
る
ホ
ラ
貝

の
よ
う
な
ワ
ン
鳴
り
を
奏
で
る
。
少
数

精
鋭
の
団
結
力
を
も
っ
て
奉
献
に
臨
む
。

世
帯
数
は
少
な

い
が
、
毎
年
行

わ
れ
る
河か
わ

辺べ

七な
な

種く
さ

神
社
の
天
王

祭
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
交
流
機
会
が
多

い
た
め
そ
の
結
束
は
固
い
。

離
宮
院
太
鼓
を

先
頭
に
、
２
０

０
０
人
が
綱
を

曳
く
。青
年
、女

性
、
子
ど
も
合
わ
せ
て
80
人
が
揃
い
の

衣
装
を
着
け
た
大
木
遣
り
衆
に
も
注
目
。

区
内
に
咲
く
臥が

竜り
ゅ
う

梅ば
い

に
ち
な
み
、

法
被
や
奉
曳
車

の
提
灯
な
ど
、

あ
ち
こ
ち
に
梅
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

外
宮
曳
き
込
み
は
エ
ン
ヤ
曳
で
。

本
木
遣
り
子
が

持
つ
御
幣
、
道

中
木
遣
り
子
が

采
で
地
面
を
叩

く
所
作
が
ユ
ニ
ー
ク
。
川
端
音
頭
に
合

わ
せ
た
練
り
も
。

自
慢
は
、
地
区

の
地
名
を
盛
り

込
ん
だ
歌
詞
を

独
特
の
節
回
し

で
唄
い
上
げ
る
木
遣
り
と
、
奉
献
青
年

団
に
よ
る
勢
い
の
あ
る
エ
ン
ヤ
曳
。

車
に
は
今
回
の

奉
献
で
最
高
の

50
個
の
白
石
樽

を
搭
載
。
御
頭

神
事
の
伝
統
を
守
る
共
盛
団
を
中
心
と

し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
光
る
。

賑
や
か
な
奉
曳

を
先
導
す
る
の

は
、
太
鼓
部
と

45
人
に
よ
る
踊

り
連
「
栗
の
会
」
の
女
性
た
ち
。
多
く

の
町
民
が
一
家
総
出
で
奉
献
に
臨
む
。

震
災
復
興
を
願

い
、
車
上
に
東

北
酒
造
メ
ー
カ

ー
の
化
粧
樽
を

搭
載
。
ま
た
今
回
、
奉
曳
し
な
が
ら
唄

う
「
道
唄
」
を
60
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

他
に
は
な
い
大

樽
１
個
積
み
が

特
徴
。
直
径
２ 

・
１
㍍
、
高
さ

２
㍍
の
樽
に
昨
年
秋
に
宮
川
で
拾
い
集

め
た
お
白
石
を
収
め
外
宮
を
め
ざ
す
。

息
の
合
っ
た
華

麗
な
エ
ン
ヤ
曳

が
自
慢
。
ま
た
、

出
発
時
と
曳
き

入
れ
前
に
謡
う
「
高
砂
」
な
ど
の
能
謡

曲
が
奉
祝
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
。
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北き
た

浜は
ま

連
合
奉
献
団

宮み
や

後じ
り

お
白
石
奉
献
団

二ふ
た

見み

町ち
ょ
う

西に
し

奉
献
団

宮み
や

町ま
ち

お
白
石
奉
献
団

田た

尻じ
り

町ち
ょ
う

奉
献
団

倭や
ま
と

町ま
ち

奉
献
団

一い
ち

之の

木き

町ち
ょ
う

須す

原は
ら

奉
献
団

一い
ち

志し

町ち
ょ
う

奉
献
団

常と
き
わ磐
仲な

か

町ま
ち

奉
献
団

黒く
ろ

瀬せ

町ち
ょ
う

橘き
つ

栄え
い

社し
ゃ

お
白
石
奉
献
団

２
台
の
奉
曳
車

に
よ
る
〝
二
連

曳
〟
と
、
創
作

ね
ぶ
た
が
自
慢
。

全
長
約
６
㍍
の
大
作
ね
ぶ
た
「
風
神
・

雷
神
」
は
24
日
の
上
せ
車
で
披
露
す
る
。

ま
ず
目
を
引
く

の
が
先
導
車
に

乗
り
込
ん
だ
三

味
線
、
笛
、
太

鼓
、
鐘
な
ど
の
地
方
に
よ
る
囃
子
。
伝

統
の
生
演
奏
が
奉
曳
に
華
を
添
え
る
。

華
美
な
こ
と
は

せ
ず
粛
々
と
、

古
の
奉
仕
の
ス

タ
イ
ル
に
忠
実

に
お
白
石
を
奉
献
す
る
。
低
音
で
重
量

感
の
あ
る
ワ
ン
鳴
り
が
伝
統
。

吹ふ
き

上あ
げ

町ち
ょ
う

お
白
石
奉
献
団

前ま
え

山や
ま

町ち
ょ
う

養よ
う

命め
い

団

荘し
ょ
う

奉
献
団

宮み
や

崎ざ
き

奉
献
団

豊ほ
う

栄え
い

会か
い

今い
ま

一い

色し
き

奉
献
団

浦う
ら

口ぐ
ち

町ち
ょ
う

奉
献
団

法
被
に
は
豊
宮

崎
文
庫
の
お
屋

根
桜
を
デ
ザ
イ

ン
。
雅
や
か
な

踊
り
連
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
綱
練
り
な

ど
、
満
開
の
桜
が
道
中
を
彩
る
。

伝
統
を
重
ん
じ

る
、
粛
々
と
一

体
感
あ
る
奉
曳
。

７
年
前
の
お
木

曳
の
際
、
青
年
団
メ
ン
バ
ー
が
考
案
、

制
作
し
た
上
せ
車
の
大
提
灯
も
自
慢
。

伊
勢
の
旧
花
街

ら
し
く
、
大
き

な
先
導
車
に
乗

り
込
む
道
唄
連
、

休
憩
時
に
元
気
づ
け
る
踊
り
連
と
太
鼓

が
、
奉
曳
に
ぱ
っ
と
華
を
添
え
る
。

外
宮
奉
献
の
出

発
地
で
あ
る
浦

口
町
。
余
興
で

は
、
伝
統
の
木

遣
り
唄
９
曲
で
お
白
石
持
の
一
日
を
表

現
す
る
〝
見
せ
る
木
遣
り
唄
〟
も
。

岩い
わ

渕ぶ
ち

町ち
ょ
う

白
石
奉
献
団

磯い
そ

町ち
ょ
う

慶け
い

光こ
う

院い
ん

奉
献
団

内
宮
へ
お
白
石
を
陸
曳

尾お
の

上え

町ち
ょ
う

永え
い

昌し
ょ
う

社し
ゃ

奉
献
団

岡お
か

本も
と

町ち
ょ
う

お
白
石
奉
献
団

大お
お

湊み
な
と

奉
献
団

大お
お

世ぜ

古こ

町ち
ょ
う

奉
献
団

八よ
う

日か

市い
ち

場ば

町ち
ょ
う

篤と
く

友ゆ
う

会か
い

本ほ
ん

町ま
ち

白
石
奉
献
団

曽そ

祢ね

町ち
ょ
う

奉
献
団

常と
き
わ磐
西に

し

世ぜ

古こ

奉
献
団

常と
き
わ磐
第
一
奉
献
団

常と
き
わ磐
表お

も
て

町ま
ち

奉
献
団（
筋
向
橋
連
）

今
回
の
大
ト
リ
、
北
御
門
で
の
躍
動
感

あ
る
エ
ン
ヤ
曳
が
見
ど
こ
ろ
だ
。
マ
イ

ク
を
使
わ
な
い
本
木
遣
り
の
勇
壮
な
唄

声
を
合
図
に
曳
き
入
れ
る
。

昭
和
製
作
の
奉
曳
車
の
ワ
ン
鳴
り
を
誇

る
。
旧
参
宮
街
道
沿
い
の
古
い
町
で
、

若
者
は
少
な
い
が
団
結
力
を
活
か
し
た

奉
献
を
め
ざ
す
。

奉
曳
車
の
木
遣
り
舞
台
で
、
袴
に
金
扇

を
持
っ
た
子
ど
も
木
遣
り
子
が
本
木
遣

り
を
唄
う
。
曳
き
子
の
法
被
の
背
を
彩

る
紅
葉
は
町
印
だ
。

５
０
０
０
人
に
よ
る
勇
壮
な
奉
曳
。
海

の
玄
関
口
・
大
湊
に
は
か
つ
て
貯
木
場

で
奉
仕
し
た
人
も
多
く
、
４
段
積
み
の

樽
縛
り
に
職
人
技
が
冴
え
る
。

奉
曳
車
の
上
に
風
格
あ
る
櫓
が
設
え
ら

れ
、
伝
統
の
ボ
タ
ン
采
を
手
に
し
た
子

ど
も
木
遣
り
子
が
乗
り
込
む
。
北
御
門

で
は
エ
ン
ヤ
曳
を
予
定
。

車
上
に
は
、
か
つ
て
八
日
市
場
に
住
ん

で
い
た
御
師
・
福
島
み
さ
き
大
夫
が
根

付
師
・
正
直
に
作
ら
せ
た
と
い
う
猿
田

彦
大
神
像
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

外
宮
の
門
前
町
。
奉
曳
車
や
法
被
の
背

の
日
の
丸
は
、
江
戸
時
代
の
御
師
・
春

木
大
夫
に
ち
な
む
。
24
個
の
樽
の
美
し

い
荷
締
め
に
も
注
目
。

迫
力
満
点
の
エ
ン
ヤ
曳
。
外
宮
北
御
門

交
差
点
の
手
前
か
ら
、
カ
ー
ブ
も
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
す
こ
と
な
く
神
域
ま
で
一

気
に
駆
け
抜
け
る
。

本
木
遣
り
、
道
中
木
遣
り
、
口
説
き
、

木
遣
り
く
ず
し
な
ど
多
種
多
様
な
木
遣

り
。
今
回
は
明
治
期
に
な
ら
い
、
全
員

で
道
唄
を
歌
い
な
が
ら
曳
く
。

今
回
絵
符
を
新
調
し
た
奉
曳
車
、
白
法

被
の
曳
き
子
た
ち
の
一
体
感
あ
る
奉
曳
、

そ
し
て
力
強
い
綱
練
り
の
す
べ
て
に
、

神
領
民
の
心
意
気
が
み
な
ぎ
る
。

市
内
一
小
さ
い
と
い
う
奉
曳
車
は
、
大

正
時
代
に
子
ど
も
用
と
し
て
造
ら
れ
た

も
の
。
本
拠
地
で
あ
る
筋
向
橋
前
で
は

踊
り
を
披
露
す
る
。

本
木
遣
り
と

〝
木
遣
り
舞
〟、

伝
統
と
革
新
の

対
比
。
余
興
の

木
遣
り
舞
は
本
木
遣
り
を
ア
ッ
プ
テ
ン

ポ
に
編
曲
し
て
振
付
を
加
え
た
も
の
だ
。

奉
曳
人
数
３
０

０
人
は
市
内
で

も
最
少
規
模
。

小
粒
で
も
気
合

い
は
十
分
で
、
綱
の
間
で
伝
統
の
ボ
タ

ン
采
を
振
る
木
遣
り
衆
の
士
気
は
高
い
。

明
治
36
年
製
作

の
格
調
高
い
奉

曳
車
と
、団
長
・

副
団
長
の
陣
笠
、

陣
羽
織
姿
、
子
ど
も
木
遣
り
の
素
襖
、

侍
烏
帽
子
姿
と
い
う
伝
統
の
衣
装
。

築
造
１
０
０
年

以
上
の
古
い
奉

曳
車
。
歴
史
あ

る
絵
符
の
「
一

志
久
保
町
」
は
旧
町
名
だ
。
エ
ン
ヤ
曳

は
行
わ
ず
、
粛
々
と
お
白
石
を
曳
く
。

道
中
何
度
も
車

輪
を
外
し
て
心

棒
を
調
整
し
な

が
ら
、
高
く
澄

ん
だ
ワ
ン
鳴
り
を
響
か
せ
て
走
る
。
神

域
へ
の
曳
き
込
み
は
エ
ン
ヤ
曳
で
。

激
し
い
練
り
と

豪
速
の
エ
ン
ヤ

曳
。
１
本
の
綱

で
頑
丈
か
つ
美

し
く
仕
上
げ
る
樽
縛
り
も
ピ
カ
イ
チ
だ
。

神
域
内
で
の
荷
解
き
は
「
７
分
」。

史
上
初
め
て
女

性
木
遣
り
を
組

織
し
た
。
ま
た

女
性
部
に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン（
小
学
生
）、
正
調

伊
勢
音
頭
、
和
太
鼓
が
奉
曳
の
花
形
に
。

今
回
遷
宮
か
ら

参
加
。
奉
曳
車

に
白
石
の
樽
16

個
を
積
み
、
そ

の
上
に
地
区
の
稲
作
で
伝
統
的
に
使
わ

れ
て
き
た
〝
田
船
〟
を
３
艘
並
べ
る
。

倭
姫
命
の
御
陵

が
あ
る
町
。
車

上
に
設
え
た
木

遣
り
台
に
は
、

神
代
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
本
木
遣
り
子
２
人
が
乗
る
。

余
興
で
観
衆
を

魅
了
す
る
「
吹

上
甚
句
」は
、相

撲
甚
句
を
起
源

と
し
２
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
。
ま
た
、

威
勢
の
よ
い
木
遣
り
も
自
慢
の
一
つ
。

　

旧
寺
領
の
磯
町
で
は
、
８
月
３
日
、

浦
田
町
を
出
発
し
、
伝
統
の
奉
曳
車

で
お
は
ら
い
町
を
通
っ
て
、
内
宮
に

お
白
石
を
奉
献
し
た
。
戦
国
時
代
、

遷
宮
復
興
に
寄
与
し
た
慶
光
院
ゆ
か

り
の
団
で
、
当
日
は
磯
町
町
民
と
と

も
に
、
全
国
か
ら
慶
光
院
一
族
な
ど

が
参
加
し
、
約
２
５
０
０
人
が
奉
献
。

賑
や
か
に
綱
を
曳
い
た
。

8
月

30
㊎

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

9
月

１
㊐

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

31
㊏

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

8
月

30
㊎

９
月

１
㊐

8
月

31
㊏

※各団の写真は磯町慶光院奉献団を除いて、20年前のお白石持行事と、7年前に行われたお木曳のときのものを適宜使用しました。
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お白石持は、伊勢の各町
の歴史や気風を反映しな
がら、今日まで受け継がれ
てきた。代表的なお白石持
の町を訪ね、奉献のあら
ましや町の見どころ、味ど
ころなどを紹介する。神か

み

社や
し
ろ

港こ
う

辰た
つ

組ぐ
み

奉
献
団

神
社
港
　
か
み
や
し
ろ
こ
う

お白石持
のまち
4回シリーズ────────
第  3  回

び
、
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
戦
後
、
陸

上
交
通
が
発
達
す
る
と
港
は
衰
退
し
た

が
、
現
在
も
宇う

治じ

山や
ま

田だ

港
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
船
が
行
き
来
し
て
い
る
。

「
倭
姫
さ
ん
の
神
話
が
伝
わ
る
、
神
宮

に
ゆ
か
り
あ
る
ま
ち
な
ん
で
す
よ
」
と

神
社
港
辰
組
奉
献
団
・
団
長
の
中
村
清

さ
ん（
72
）。
伊
勢
神
宮
百
二
十
五
社

　

神
社
港
は
、
伊
勢
の
海
の
玄
関
口
と

し
て
栄
え
た
港
町
だ
。
江
戸
の
万
治
年

間（
一
六
五
八
～
六
一
）に
開
港
。
明
治

期
に
は
、
各
地
か
ら
神
宮
へ
納
め
ら
れ

る
物
資
が
届
き
、
船
参
宮
客
や
神
宮
社

殿
の
御
用
材
も
海
路
で
こ
の
港
に
入
っ

た
。
ま
ち
に
は
船
関
係
の
商
店
、
宿

屋
、
遊ゆ

う

郭か
く

、
芝
居
小
屋
な
ど
が
建
ち
並

倭
姫
命
に
ゆ
か
り
あ
る

伊
勢
の
海
の
玄
関
口

の
ひ
と
つ
、
御み

食け

神
社
を
氏
神
と
す

る
。『
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

命み
こ
と

世せ
い

紀き

』
に
よ
る
と
、
鷲わ

し

取と
り
の

老お
き
な翁

が
倭
姫
命
に
清
水
を
奉
り
、
そ

の
功
績
を
称
え
て
、
御み

饗け

神
社
を
定
め

ら
れ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。
境

内
の
辰
の
井（
井
戸
）が
そ
の
伝
説
の
場

所
と
さ
れ
、
地
元
で
は
「
辰た

つ

神が
み

さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て
い
る
。
団
名
「
辰
組
」

の
由
来
も
そ
こ
か
ら
だ
。
毎
年
、
初
辰

の
日
に
汲
ん
だ
水
を
各
戸
に
配
り
、
厄

除
け
と
し
て
家
の
周
囲
に
撒
く
の
が
集

落
の
慣
習
。
そ
の
こ
と
に
ち
な
み
、
お

白
石
奉
献
で
は
、
初
辰
の
水
を
道
中
に

撒
き
清
め
な
が
ら
奉
曳
す
る
。

　

港
は
さ
び
れ
、
ま
ち
は
少
子
高
齢
化

が
進
む
が
、
か
つ
て
の
活
気
を
取
り
戻

そ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
も
あ
る
。
地

元
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
な
と
ま
ち
再
生
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、「
神
社
港
・
海
の
駅
」
や
往
時
の

姿
を
伝
え
る
ま
ち
か
ど
博
物
館
「
み
な

と
ま
ち
館
」
を
開
設
。
平
成
十
年
に

は
、
篠し

の

島じ
ま（

愛
知
県
南
知
多
町
）で
つ
く

ら
れ
る
干
鯛（
御お

ん

幣べ

鯛だ
い

）を
神し

ん

饌せ
ん

と
し
て

神
宮
へ
お
供
え
す
る
た
め
の
奉
納
船
が

復
活
し
、
毎
年
十
月
に
神
社
港
へ
入
港

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
か
つ
て
の

船
参
宮
ル
ー
ト
が
体
験
で
き
る
木
造
和

船
「
み
ず
き
」
を
就
航
し
、
四
～
十
一

月
の
第
一
・
三
日
曜
に
運
行
。
時
代
が

変
わ
っ
て
も
、
ま
ち
の
歴
史
を
特
色
と

し
て
守
り
、
内
外
に
伝
え
続
け
る
港
町

だ
。（
な
）

　

外
宮
を
中
心
に
広
が
る
山
田
の
中
心

部
、
南
北
に
長
い
一
之
木
町
。
そ
の
南

側
は
、
新し

ん

道み
ち

商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る

商
店
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る
繁
華
街

だ
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
線
の
踏
切
か

ら
北
側
は
古
く
に
ひ
ら
け
た
住
宅
地
。

い
ず
れ
も
古
参
の
住
民
が
多
く
、
町
を

歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
下
町
の
雰
囲
気

が
漂
う
。

　

昔
、
地
内
に
大
き
な
櫟い

ち
い

の
木
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
一
之
木
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
町
の
歴
史
は
長
く
、

室
町
時
代
末
の
文
献
を
め
く
る
と
、
山

田
十
二
郷
の
一
つ
と
し
て
一
之
木
の
名

が
見
ら
れ
る
。

　

一
之
木
の
奉
献
団
「
須
原
団
」
は
、

こ
の
土
地
の
産
土
神
、
須
原
大
社
に
そ

の
名
を
因
む
。
須
原
大
社
は
山
田
産
土

神
八
社
の
一
つ
。
ご
神
体
の
御
頭（
獅

子
頭
）に
つ
い
て
は
、
天
正
十
六
年（
一

五
八
八
）の
記
録
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

昔
は
「
大
社
」
と
呼
ば
れ
た
古
社
だ
。

農
業
の
神
様
・
天あ

ま
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
と

を
祀
る
ほ

か
、
境
内
に
は
須
原
稲
荷
や
中
社（
石

神
社
）な
ど
も
同
座
し
、
地
元
の
人
々

か
ら
の
あ
つ
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

　

お
白
石
持
行
事
に
の
ぞ
み
、
こ
の
団

の
特
徴
は
、
道
中
に
繰
り
返
す
練ね

り
や

綱
上
げ
の
意
気
の
良
さ
、
木
遣
り
の
勇

壮
さ
な
ど
数
々
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て

も
エ
ン
ヤ
曳び

き

の
速
さ
が
一
番
に
挙
げ
ら

れ
る
。
お
木き

曳ひ
き

の
際
、
全
速
力
で
外
宮

へ
と
駆
け
込
ん
だ
エ
ン
ヤ
曳
は
多
く
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
魅
了
し
た
。
ゆ
え
に
、

荷
締
め
は
が
っ
ち
り
力
強
く
、
車
の
飾

り
付
け
は
シ
ン
プ
ル
に
、
が
信
条
。
荷

締
め
の
結
び
目
一
つ
に
も
、
職
人
気
質

を
感
じ
さ
せ
る
団
な
の
だ
。

　
「
須
原
団
は
、
昔
、
綱
を
練
っ
て
遊

ぶ
時
間
が
長
く
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
に
何
度
も
走
っ
た
と
い
う
伝
統
が
あ

る
ん
で
す
」
と
団
長
の
品
川
幸
久
さ
ん

（
54
）。
二
十
年
前
の
遷
宮
の
お
木
曳
で

は
、
道
中
五
回
も
走
っ
た
と
い
う
話
も

あ
る
。「
昔
か
ら
祭
好
き
の
や
ん
ち
ゃ

が
多
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
品
川

さ
ん
は
誇
ら
し
げ
笑
う
。

　

長
い
歴
史
を
も
つ
町
に
は
、
気
さ
く

で
意
気
の
良
い
人
々
が
今
も
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
る
。（
ほ
）

伊勢湾に向かう宇治山田港の桟橋。

和船「みずき」は、神社港を発着港として、かつての運河・勢田川を
航行し、二軒茶屋、河崎の川の駅を結ぶ。

初辰の水を載せた台車は、先頭でち
びっこたちが曳いて運ぶ。（7月28日
内宮奉献）

団長の中村さん。海の駅では、
神社の情報を伝えるほか、まちの
ボランティアガイドの派遣も行う。

須原大社は、外宮前、月夜見宮と道を隔てた向かいにある。木立
に囲まれた神域内には、本殿のほか中社や稲荷社が祀られている。

伊勢の中心市街地、古くから
ひらけた伊勢っ子にはなじみ深
い町並み。

6月9日に行われた町内曳。最後
はもちろんエンヤ曳も――。

奉 献 団 の

わがまち自慢

奉 献 団 の

わがまち自慢

そ
の

５

御
み

食
け

神社
古来、この港で揚がった海産
物を神宮に調進する、御饌の
神を祀ってきた。地名の「神社」
は御食神社のことを指している。
境内には船の形をした手水舎
がある。

島
しま

重
じゅう

の「蒸しきんつば」
ショーケースには、個性的な名
の和菓子がずらり。和だけにと
らわれず、洋の素材も取り入
れた創作和菓子で存在感を示
す同店。店主おすすめの「蒸
しきんつば」（189円）は、栗が
まるごと入り、素材の滋味が生
きたやさしい味わいだ。
☎０５９６・３６・０６５８

常
じょう

明
みょう

寺
じ

の「秋
あき

風
かぜ

塚
づか

」
（芭蕉句碑）
芭蕉が参宮の途次、中村枕
返し（現中村町）あたりで詠んだ
と伝えられる句「秋の風いせ
の墓はらなほ凄し」が楠の化
石に刻まれている。寛政10年
（1798）、長峰の白寺に建て
られたもので、現在は常明寺（1
丁目）にある。

赤い提灯が目印の下町
情緒あふれる店。50年
以上、家族連れや商売
人、サラリーマンなど地
元民に愛され続けてき
た。人気は、お好み焼
きのミックス（牛・豚・イ
カ、750円）やシーフー
ド（チーズ入り、1000
円）。外はカリッと、中
はふわふわで、それぞ
れの具に合わせた特製
ソースとの相性も絶妙。
店主との会話も楽しみ
のひとつだ。
☎０５９６・２８・２３８２

おもかげの
「お好み焼き」

●
●
●

神社小

港中

○文

○文

島重

みなとまち館

御食神社

神社港・海の駅

勢
田
川

宇
治
山
田
港201

近鉄山田線

●

●

厚生小
○文

月夜見宮

一之木公園公会所

新道商店街

須原大社

常明寺
卍

伊勢市駅

おもかげ

37

内
宮
奉
献 

8
月
10
日（
土
）

外
宮
奉
献 

８
月
31
日（
土
）

一
之
木
町
須す

原は
ら

奉
献
団

一
之
木
　
い
ち
の
き

下
町
が
育
む
職
人
気
質
が

豪
快
エ
ン
ヤ
曳
の
源

そ
の

６

内
宮
奉
献 

７
月
28
日（
日
）

外
宮
奉
献 

８
月
23
日（
金
）
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今
回
の
式
年
遷
宮
を
記
念
し
て
、
内
宮
前
お

か
げ
横
丁
の
お
か
げ
座
が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
日
本
神
話
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
神
話
の

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

入
り
口
壁
面
か
ら
始
ま
る
26
㍍
の
彩
り
豊
か

な
〝
回
り
絵
〟 「
伊
勢
の
踊
り
」（
日
本
画
家
・

鳥
居
禮れ
い

）が
雰
囲
気
を
高
め
る
。

　

最
初
の
神
話
シ
ア
タ
ー
で
は
、
日
本
神
話
の

伊
勢・内
宮
前
お
か
げ
横
丁
に「
神
話
の
館
」オ
ー
プ
ン
！

遠
い
む
か
し
…
…
、神
々
が
日
本
の〝
国
を
生
ん
だ
〟神
話
の
世
界
へ

　

平
成
21
年
春
よ
り
、
内
宮
お
は
ら
い
町
・

五
十
鈴
蔵
に
て
好
評
開
催
中
の
写
真
展
『「
日

本
人
の
こ
こ
ろ
」
～
神
宮
の
森
～
』。
こ
れ
を

手
が
け
る
写
真
家
・
森
武
史
さ
ん（
玉
城
町
在

住
）が
平
成
20
年
よ
り
、
５
年
間
か
け
て
撮
影

し
た
神
宮
の
森
の
姿
が
写
真
集
に
な
っ
て
発
刊

さ
れ
た
。
未
展
示
作
品
を
含
む
１
０
８
点
を
厳

選
し
て
収
録
し
て
い
る
。

　

こ
の
企
画
は
、
広
大
な
伊
勢
神
宮
の
宮
域
林

の
姿
を
通
し
て
み
え
る
、
日
本
人
の
自
然
観
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、

一
般
の
人
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
宮

林
の
中
で
日
々
静
か
に
繰
り
返
さ
れ
る
生
命
の

営
み
、
自
然
と
対
峙
し
な
が
ら
働
く
神
宮
営
林

部
の
人
々
の
姿
や
、
一
日
を
通
じ
て
、
ま
た
四

季
を
通
じ
て
刻
一
刻
と
変
わ
る
森
の
表
情
が
生

あ
ら
ま
し
、「
国
生
み
」
か
ら
「
天
孫
降
臨
」

ま
で
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
に
展
開
す
る
。
進
行
役
は
「
赤
福
」
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
赤
太
郎（
声
：
落
語
家
・
桂
文
我
）。

語
り
は
山
根
基
世（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）。

　

次
の
「
神
話
の
森
」
に
は
、
和
紙
彫
塑
家
・

内う
ち

海う
み

清き
よ

美は
る

に
よ
る
日
本
神
話
の
名
場
面（
国
生

み
、
黄
泉
の
国
、
天
岩
戸
、
八や
ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
な
ど
）

が
和
紙
の
造
形
に
よ
り
幻
想
的
に
再
現
さ
れ
て

い
る
。

　
「
神
話
の
森
」
を
抜
け
る
と
伊
勢
の
海
が
広

が
り
、
天
照
大
神
を
伊
勢
へ
と
導
い
た
倭や
ま
と

姫ひ
め
の

命み
こ
と

の
話
が
映
像
と
地
元
の
人
形
作
家
・
阿
部
夫
美

子
の
和
紙
人
形
に
よ
り
気
品
あ
る
風
情
で
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

伊
勢
は
伊
勢
神
宮
と
と
も
に
歴
史
を
重
ね
て

き
生
き
と
映
し
出
さ
れ
、
樹
々
の
息
づ
か
い
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。「
森
を
介
し
て
『
日

本
人
の
こ
こ
ろ
』
を
表
現
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
森
さ
ん
。

写
真
集
は
、
お
か
げ
横
丁
内
の
他
２
カ
所
で
の

限
定
販
売
。
お
白
石
持
行
事
で
訪
れ
た
記
念
に
、

ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

き
た
町
。〝
国
生
み
〟
に
登
場
す
る
イ
ザ
ナ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
の
御
子
で
あ
る
天
照
大
神
を
筆
頭
に

多
く
の
神
々
の
気
配
が
漂
う
町
で
あ
る
。

　

お
か
げ
横
丁
を
運
営
す
る
「
伊
勢
福
」
の
橋

川
史
宏
社
長
は
、「
世
界
に
神
話
を
持
つ
国
は
、

十
数
カ
国
し
か
な
い
。
日
本
神
話
を
大
切
な
日

本
の
文
化
と
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

※
次
号（
13
号
）は
9
月
25
日
頃
発
行
予
定
で
す
。

　
猛
暑
の
中
で
の
お
白
石
持
が
始
ま
り
ま

し
た
。
連
日
、
ラ
イ
タ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン

ら
十
人
余
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
白
法
被
を
着

て
交
代
で
全
団
取
材
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

十
七
日
か
ら
外
宮
領
に
舞
台
を
移
し
て
陸

曳
が
ス
タ
ー
ト
。次
号
を
ご
期
待
下
さ
い
。

伊
勢
文
化
舎
代
表
　
中
村
　
賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

～
9
月
8
日
㊐

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
展「
御
白
石
」

w

９
時
～
16
時
30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）

u
神
宮
徴
古
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
１
７
０
０
　

25
日
㊐

愛あ
い

洲す

氏
顕
彰
祭
・
剣げ

ん

祖そ

祭さ
い

w

８
時
30
分
～

q
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
、
愛
洲
の
館
　

u
愛
洲
の
館
　
☎
０
５
９
９
・
６
６
・
２
４
４
０

下
旬
抜ぬ

い

穂ぼ

祭さ
い

w

10
時
～

q
伊
勢
市
楠
部
町
、
神
宮
神
田

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

５
日
㊍

夫
婦
岩
大
注し

連め

縄な
わ

張は
り

神
事

夫
婦
岩
の
沖
に
鎮
む
興お
き

玉た
ま

神し
ん

石せ
き

と
日
の
神
を
遙

拝
す
る
鳥
居
に
見
立
て
ら
れ
る
夫
婦
岩
の
大
し

め
縄
を
張
り
替
え
る
神
事
。
参
拝
者
も
参
道
か

ら
手
送
り
で
参
加
で
き
る
。
５
月
・
９
月
・
12

月
と
、
年
３
回
行
わ
れ
る
。

w

10
時
～

q
伊
勢
市
、
二
見
興
玉
神
社
　

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

10
日
㊋

太た

一い
ち

御ご

用よ
う

船（
お
ん
べ
だ
い
祭
）

古
く
か
ら
愛
知
県
篠
島
の
干
鯛
は
伊
勢
神
宮
へ

奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
運
搬
を
太
一
御
用

船
と
し
て
平
成
10
年
に
復
活
さ
せ
た
行
事
。
御お
ん

幣べ

鯛だ
い

と
呼
ば
れ
る
干
鯛
１
６
０
匹
を
載
せ
篠
島

を
出
港
し
た
漁
船
が
太
一
御
用
の
旗
や
大
漁
旗

を
掲
げ
、
伊
勢
市
神か
み

社や
し
ろ

港こ
う

に
入
港
す
る
。
港
で

は
鼓
笛
隊
や
子
ど
も
木
遣
な
ど
で
一
行
を
歓
迎

す
る
。

w

９
時 

桟
橋
到
着
、
10
時 

歓
迎
式
典

q
伊
勢
市
、
神
社
港
　

u
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
神
社
み
な
と
ま
ち
再
生
グ
ル
ー
プ

☎
０
５
９
６
・
３
６
・
３
７
５
５

14
日
㊏
～
29
日
㊐

来
る
福
招
き
猫
ま
つ
り

郷
土
玩
具
か
ら
現
代
作
家
の
作
品
ま
で
、
日
本

中
の
招
き
猫
が
伊
勢
に
集
う
。
絵
付
け
体
験
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、
お
か
げ
横
丁
一

帯
が
招
き
猫
一
色
と
な
る
。

w
９
時
29
分
～
17
時
29
分（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

15
日
㊐

わ
ら
じ
祭
り（
本
祭・わ
ら
じ
流
し
）

乱
暴
者
の
巨
人
・
ダ
ン
ダ
ラ
ボ
ウ
シ
を
大
き
な

わ
ら
じ
を
作
っ
て
だ
ま
し
、
追
い
出
し
た
と
い

う
故
事
に
因
む
。
巨
大
わ
ら
じ
を
海
に
流
し
、

豊
漁
と
平
穏
無
事
を
願
う
。

w

祭
典
８
時
半
～
、
わ
ら
じ
流
し
15
時
半
～

q
志
摩
市
大
王
町
、
波
切
神
社
　

u
波
切
神
社
　
☎
０
５
９
９
・
７
２
・
０
１
６
５

　
波
切
自
治
体
　
☎
０
５
９
９
・
７
２
・
４
２
７
９

15
日
㊐
守も

り

武た
け

祭
・
俳
句
大
会

俳
諧
の
祖
と
た
た
え
ら
れ
る
室
町
時
代
の
皇
大

神
宮
禰
宜
・
荒
木
田
守
武
を
顕
彰
す
る
俳
句
大

会
。
宇
治
神
社
で
の
守
武
祭
の
後
、
内
宮
参
集

殿
で
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
る
。

祭
典

w 

10
時
～
　
q
伊
勢
市
、
宇
治
神
社（
内
宮
前
）

俳
句
大
会

w

12
時
15
分
　
q
伊
勢
神
宮
内
宮
参
集
殿
２
階

u
俳
祖
守
武
翁
顕
彰
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
０
・
８
２
５
１

15
日
㊐
～
16
日
㊊

安あ

乗の
り

人
形
芝
居

安
乗
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
す
る
神
賑
の
人
形
芝

居
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
伝
承
芸
能

で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
。
地
元
の
小

中
学
生
や
保
存
会
に
よ
り
上
演
さ
れ
る
。
潮
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
の
文
楽
鑑
賞
は
秋
の
夜
長
に

ふ
さ
わ
し
い
。

w

18
時
30
分
　

q

志
摩
市
阿
児
町
、
安
乗
神
社

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

19
日
㊍
神
宮
観
月
会

外
宮
ま
が
た
ま
池
に
あ
る
奉
納
舞
台
で
の
典
雅

な
月
見
の
宴
。全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
秀
句
・

秀
歌
が
冷
泉
流
の
作
法
で
披
講
さ
れ
、
楽
師
た

ち
に
よ
り
雅
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

w

17
時
30
分
～
　

q
伊
勢
神
宮
外
宮
ま
が
た
ま
池
奉
納
舞
台
　

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

21
日
㊏　

御み

塩し
お

殿で
ん

祭さ
い

神
宮
の
全
て
の
祭
典
に
お
供
え
す
る
堅
塩
を
焼

き
固
め
る
際
の
祭
で
、
あ
わ
せ
て
全
て
の
塩
業

関
係
者
の
繁
栄
を
祈
る
。

w

10
時
～
　

q
伊
勢
市
二
見
町
、
御
塩
殿
神
社

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

21
日
㊏

リ
メ
ン
バ
ー
赤
い
ハ
ン
カ
チ（
飛
鳥
Ⅱ
）

真
珠
王
・
御
木
本
幸
吉
が
、
海
外
へ
行
く
際
に

赤
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得

た
、
鳥
羽
ら
し
い
客
船
の
お
も
て
な
し
。
出
港

し
て
い
く
船
の
乗
客
と
見
送
る
参
加
者
の
双
方

が
赤
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
り
合
う
。

w

16
時
30
分
集
合

q
鳥
羽
市
、
佐
田
浜
港

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

22
日
㊐

五
ヶ
所
湾
観
月
会（
龍
船
会
主
催
）

湾
上
の
名
月
を
愛
で
る
観
月
会
。
船
越
・
前
田

浜
の
堤
防
周
辺
に
ロ
ウ
ソ
ク
１
０
０
０
個
が
灯

り
、
海
上
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ

た
ヨ
ッ
ト
が
停
泊
す
る
。
特
設
会
場
で
は
、
バ

ン
ド
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
一
言
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、
子

供
ゲ
ー
ム
、ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
、盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
楽
し
め
る
。
雨
天
の
場
合
は
23
日
。

w
18
時
～

q
南
伊
勢
町
、
船
越
漁
協
荷
揚
げ
場
特
設
会
場

u
龍
船
会
　
☎
０
９
０
・
１
４
１
４
・
４
９
６
９（
担
当
・
岡
）

22
日
㊐
～
24
日
㊋
秋
の
神か

ぐ

ら楽
祭さ

い

神
恩
に
感
謝
を
捧
げ
、
国
民
の
平
和
を
願
っ
て

春
・
秋
２
回
行
わ
れ
る
。
内
宮
神
苑
の
特
設
舞

台
で
神
宮
舞
楽
が
一
般
公
開
さ
れ
る
。（
雨
天

時
は
内
宮
参
集
殿
）

w

舞
楽
・
11
時
～
、
14
時
～（
雨
天
は
11
時
の
み
）

q

伊
勢
神
宮
内
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

22
日
㊐
～
24
日
㊋

林
崎
文
庫
の
公
開

鼓
ヶ
岳
の
ふ
も
と
に
あ
る
国
史
跡
林
崎
文
庫
の

講
堂
が
庭
上
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
る
。

w

10
時
～
15
時

q

伊
勢
市
宇
治
今
在
家
、
林
崎
文
庫

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

25
日
㊌　

御み

酒さ
か

殿ど
の

祭さ
い

神か
ん

嘗な
め

祭さ
い

に
お
供
え
す
る
白し
ろ

酒き

・
黒く
ろ

酒き

な
ど
の
御

料
酒
が
う
る
わ
し
く
醸
成
で
き
る
よ
う
祈
願
し
、

あ
わ
せ
て
全
国
の
酒
造
業
者
の
繁
栄
を
祈
る
。

w

10
時
～
　

q
伊
勢
神
宮
内
宮
御
酒
殿

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）入
場
無
料
。

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

9
月

夏
～
初
秋
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

太一御用船（おんべだい祭）

安乗人形芝居

倭姫命人形

い

せ

び

と

歳

時

記

● 

デ
ー
タ
は
8
月
１
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は

主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

購読のご案内
本紙を購読ご希望の方は、ご住所・お名前・
電話番号・号数・部数を明記の上、下記の
料金案内をご確認いただき、伊勢文化舎まで
お送りください。（１・６・7・８号在庫なし）
・１～５部	 送料１００円（切手可）
・６～１０部	 送料２００円（切手可）
・１１部以上	 	送料は着払い。別途梱包料

５００円が必要です。
（注）	１０１部以上は料金が異なりますので、お

問い合せください。
〈お問い合せ・送付先〉
〒516-0016　伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内「いせびとニュース」係
ＴＥＬ０５９６・２３・５１６６

■おかげ座「神話の館」
開館時間　10：00～16：30
　　　　　（休館日なし）
観覧時間　約40分
入 場 料　大人300円
　　　　　小人（小学生）100円
収容人数　約80人
問おかげ座「神話の館」　
☎0596・23・8844

写真集「神宮の森―日本人のこころ―」
価格　2800円（税抜）
販売場所　五十鈴茶屋本店、おかげ横丁
おみやげや、おかげ座	神話の館、五十鈴塾
問㈱赤福
☎０５９６・２２・２１５４

8
月

神
の
杜
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る

写
真
集「
神
宮
の
森
」発
刊


